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授業改善のポイント 第５学年

1 ねらいを確認する。

２ ねらいに応じて、必要な情報を取り

出し、それらの情報を関連付ける。

３ 関連付けた情報を基に自分の

考えを整理する。

ねらいに応じて、必要な情報を

取り出し関連付ける。

複数の資料がある場合は、まず、資料

の内容を正しく読み取り、次にねらいや

意図に応じて必要な情報を取り出し、そ

れらの情報を関連付けながら自分の考え

を整理していくことが大切です。

アンケート

結果と学級目

標を関連付け

て考えること

で、次のイベ

ントを成功さ

せるヒントが

。みえてきます

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
①

学
級
目
標
が
達
成
で
き
た

と
い
う
意
見
（
十
五
人
）

一

出
し
物
で
自
分
の
特
ぎ
を
発
表
で
き
た
。

六
人

二

み
ん
な
で
体
を
動
か
す
と
仲
良
く
な
れ
た
。

五
人

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
②

学
級
目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
意
見
（
二
十
人
）

一

苦
手
な
運
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

八
人

。

二

出
し
物
の
練
習
や
じ
ゅ
ん
び
に
協
力
し
な

六
人

い
人
が
い
た
。

この学級目標の

達成を目指して、

２つのイベントが

計画されたよ。A
案、B案のどちら

が良いかな。

5年2組 学級目標

①仲良く協力 ②だれもがチャレンジ

「
運
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
な
い
」
と
い
う

意
見
が
多
い
ね
。
こ
れ
で
は
学
級
目
標
②
の
「
だ

れ
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
達
成
で
き
な
い
ね
。

Ｂ
案
（
体
育
館
で
の
遊
び
）

体
育
館

場
所

内
容

①
お
に
ご
っ
こ

②
ボ
ー
ル
運
動

Ａ
案
（
室
内
で
の
遊
び
）

教

室

場
所

内
容

①
室
内
ゲ
ー
ム

②
出
し
物

「
体
を
動
か
す
と
仲
良
く
な
れ
た
」
と
感
じ
た

人
が
多
い
ね
。
だ
か
ら
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
体

育
館
で
の
遊
び
」
が
提
案
さ
れ
た
ん
だ
。

必要な情報

を比べたり

結び付けた

りする。

Ｂ案が良いけれ

ど、みんながチ

ャレンジできた

方が楽しいイベ

ントになるね。

複数の資料を関連付けて読み取る力を付ける
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わたしは体育館で遊ぶＢ案に賛成です。ア竹田さん
さんせい

ンケートの結果①でも「みんなで体を動かす
と仲良くなれた 」と答えた人が多かったか。
らです。

わたしは竹田さんの意見に反対です。運動山本さん
が苦手な人は、失敗することをこわがってチ
ャレンジすることができないと思います。そ
れに、もし失敗したら、友達から不満を言わ
れるかもしれません。

山本さんの意見に付け足します。前にポー広川さん
トボール大会をしたとき、上手な人だけがボ
ールを使って、他の人にボールが回ってきま
せんでした。これでは、仲良く協力できない
し、チャレンジをしたくても参加することが
できません。

、 、司会者 なるほど 広川さんは学級目標にもふれて
Ｂ案の問題点をあげていますね。Ｂ案の問題
点をかい決する方法はありませんか。

わたしに考えがあります。この問題をかい竹田さん
決するにはルールを変えれば良いのです。そ
うすれば、運動が苦手な人も積極的にゲーム
に参加することができると思います。

竹田さんの意見に質問があります。ただル山本さん
ールを変えるというだけでは分かりません。
ルールをどのように変えると、積極的に運動
にチャレンジできるのか、くわしく教えてく
ださい。

Ａ案とＢ案には、それぞれ問題点があるよ司会者
うです。問題点をかい決する方法をみんなで
もう少し考えましょう （このあと、話合い。
は続きました ）。

Ａ案

Ｂ案

資料を活用して、支持する

立場の良さを述べています。

自分の意見に経験や体験を

加えると説得力が増します。

相手から問題点を指摘され

ても、解決方法を述べて相手

を説得します。

① 大切な文や言葉に線を引

いたり、メモをしたりする。

話し合いの記録文を読むときは、自分の

立場や考えをはっきりさせている文や言葉

に注目させます。

、 、その際 大切な文や言葉に線を引いたり

「これはＡ案の問題点だ」などメモを残し

たりしておくと、全ての文を読み終わった

後、整理がしやすくなります。
どの人も、一文目で、自分の立場を言っ

ているね。B案の「竹田さんに反対」とい

う山本さんはA案ということになるね。

問題文には、説得力のある

話し方や書き方のポイントも

示されています。

文章を読みながら、確認し

ていくことが大切です。

Ｂ案の問題点

の解決方法

B案への

質問

相手の意見に納得できない

時は、積極的に質問をするこ

とで話し合いが深まります。

自分は、どちらの案

に賛成しようかな。

B案の問題点

の指摘 意見を述べる際は、まず立場

をはっきりさせます。次に、理由

を述べます。

話し手の意図を正しくとらえる力を付ける
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Ａ 案 Ｂ 案

・自分の特技や好きなことを発表す ・おにごっこなどみんなで体を動か

る場があり、積極的にイベントに しながら楽しめる遊びや運動が多

参加することができる。 い。良
・室内での遊びでは、クイズなどみ ・ドッジボールやポートボールなど

んなで楽しめるゲームや遊びがで チームで協力しながらゲームを楽さ
きる。 しむことができる。

▲室内での遊びでは協力する場が少 ▲運動が苦手な人が楽しめない。

ない。

必ず2人以上のグループで出し ルールを工夫するとよい。ポ

物をするようにする。そうする ートボールなら、みんなにパス

と友達と話し合う場ができて協 を回してゴールしたら点数を倍

力することができる。 にする。

ぼくは、Ｂ案で書こう！

② 資料から得た情報を整理し、

自分の意見をもつ。

自分の立場を決める際、それぞれの

立場のよさ、または問題点を整理して

おくと考えやすくなります。さらに、

問題点に対する解決方法を考えておく

ことで説得力が増します。

立場を決めたら、必要な情報を取り

出し、意見文に構成していきます。

○室内での遊び ○体育館での遊び

＜Ｂ案の良さ＞

ポートボールなど

チームで協力しな

がらゲームを楽し

める。

＜Ｂ案の問題点＞

運動が苦手な人は

楽しめない。

＜Ｂ案の問題点

の解決方法＞

ルールを変える。全

員パスで点数が倍に

なる。みんなが楽し

める。

問
題
点
と
解
決
方
法
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終わり 中 始め

立
場
の
表
明

理
由
①

理
由
②

立
場
の
表
明

の
繰
り
返
し

①
わ
た
し
は
○
案
に
賛

成
で
す
。

、

②
一
つ
目
の
理
由
は

○
○
○
と
い
う
こ
と

で
す
。

、

③
二
つ
目
の
理
由
は

△
△
△
と
い
う
こ
と

で
す
。

① 自分の立場を述べ、理由も示す。
自分の意見を読み手に分かりやす

く伝えるには、段落を作るなど意図

的に文章を構成していくことが大切

になります。

今回は、第１段落で自分の立場を

述べ、その理由を示していく型（双

括型）が望ましい書き方といえます。

※6年生3ページ目の説明参照

② ねらいと整合させて考えを書く。
自分の立場を好き嫌いだけで選ぶの

ではなく、学級目標など題材のねらい

と整合させて主張や理由を書くこと

で、自分の意見がより分かりやすくな

ることを例文を使って教えます。

書
く
こ
と
を
苦
手
に
し
て
い
る
児
童
に
は
、
各

段
落
の
書
き
出
し
の
型
を
示
し
ま
す
。
「
こ
の
よ

う
に
」
な
ど
の
つ
な
ぎ
言
葉
は
、
説
明
文
の
学
習

と
関
係
付
け
、
自
ら
の
意
見
文
に
生
か
す
よ
う
に

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

立場を明確にして記述する力を付ける

文章を構成していく際は、「構成メモ」を活

用することが有効です。下の表のように「始

め」「中」「終わり」の三部構成にし、選択し

た情報を当てはめていきます。

④
こ
の
よ
う
に
、
○

案
の
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

問題点と解決方法に続けて、学級目標のねら

いと整合させて自分の意見を書きます。

「
中
」
の
内
容
を
受
け
て
、
「
終
わ
り
」

で
学
級
目
標
の
ね
ら
い
と
整
合
さ
せ
て
意

見
の
ま
と
め
を
書
き
ま
す
。

ぼ
く
は
Ａ
案
に
賛
成
し
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
Ａ
案
は
、
自
分

の
特
ぎ
や
好
き
な
こ
と
を
発
表

す
る
場
が
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
Ａ
案
に
は
、
み
ん

な
と
協
力
す
る
場
が
少
な
い
と

い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
解
決
す
る
に
は
、
必
ず
二

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
出
し
物
を
す
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
友
達
と
話
し

合
う
場
が
で
き
て
「
仲
良
く
協

力
」
と
い
う
学
級
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。 私

は
Ｂ
案
に
賛
成
し
ま
す
。

一
つ
目
の
理
由
は
、
運
動
を

す
る
と
仲
良
く
な
れ
た
と
感
じ

た
人
が
多
い
か
ら
で
す
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
ポ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
チ
ー
ム
で
協
力
し

な
が
ら
楽
し
め
る
か
ら
で
す
。

苦
手
な
子
が
い
て
も
励
ま
し
た

り
ル
ー
ル
を
変
え
た
り
し
て
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
案
は
、
学

級
目
標
の
「
仲
良
く
協
力
」
と

「
だ
れ
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


